
(57)【要約】

【課題】検知回路で電池の極性を検知し、電池の大きさ

、接点の位置や接点間の距離を問わず多様な電池に対応

できる互換性を向上した電気エネルギー交換装置を提供

すること。

【解決手段】電池を収納するための収納空間Ｃ１を有す

る本体Ｃは、内部に自動的に極性を検知できる検知回路

Ｃ２を備え、電池に接続するための端子セットＤ３，Ｄ

４が支持体Ｄに支持され、端子セットＤ３，Ｄ４が収納

空間Ｃ１の一側に臨んで配置され、端子セットＤ３，Ｄ

４が導線Ｄ５で検知回路Ｃ２に接続される。支持体Ｄに

収納空間Ｃ１の一側に沿うスライド溝Ｄ１が設けられ、

スライド溝Ｄ１に沿って端子セットＤ３，Ｄ４が移動自

在に嵌設される。電池を収納空間Ｃ１内に設置して端子

セットＤ３，Ｄ４に接続させると、検知回路Ｃ２に接続

されて電池の極性検知を行うことができ、スライド溝Ｄ

１と端子セットの設置により、異なる電池に対応して電

池の電気エネルギー交換の目的を達成する。

【選択図】図２

JP 3131135 U 2007.4.19



【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 池 を 収 納 す る た め の 収 納 空 間 を 有 す る 本 体 、 前 記 電 池 に 接 続 す る た め の 端 子 セ ッ ト を
支 持 す る 支 持 体 及 び 前 記 電 池 を 前 記 収 納 空 間 内 に 固 定 す る た め の 固 定 体 か ら 構 成 さ れ 、 前
記 本 体 は そ の 内 部 に 自 動 的 に 極 性 を 検 知 で き る 検 知 回 路 を 備 え 、 前 記 本 体 の 一 側 に 前 記 支
持 体 が 設 け ら れ る と 共 に 前 記 端 子 セ ッ ト が 前 記 収 納 空 間 の 一 側 に 臨 ん で 配 置 さ れ 、 前 記 収
納 空 間 内 に 前 記 端 子 セ ッ ト に 向 け て ス ラ イ ド 移 動 可 能 に 当 接 片 が 設 け ら れ 、 前 記 端 子 セ ッ
ト が 導 線 で 前 記 検 知 回 路 に 接 続 さ れ 、 前 記 支 持 体 に 前 記 収 納 空 間 の 一 側 に 沿 う ス ラ イ ド 溝
が 設 け ら れ 、 前 記 ス ラ イ ド 溝 に 沿 っ て 前 記 端 子 セ ッ ト が 移 動 自 在 に 嵌 設 さ れ 、 前 記 固 定 体
は 、 前 記 本 体 に 嵌 合 す る 嵌 合 片 と 、 前 記 収 納 空 間 に 収 納 さ れ た 電 池 に 当 接 す る 固 定 部 材 と
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 電 池 の 厚 み 方 向 に 向 く 一 面 に 対 し て 当 接 す る も の で あ り 、 前 記 固
定 部 材 と 前 記 固 定 体 と の 間 に 弾 性 部 材 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電
気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 端 子 セ ッ ト が 複 数 で あ り 、 各 端 子 セ ッ ト が 前 記 ス ラ イ ド 溝 に 沿 っ て そ れ ぞ れ 移 動 自
在 に 嵌 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 各 端 子 セ ッ ト が 少 な く と も ２ つ の 端 子 ピ ン を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３
に 記 載 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 各 端 子 セ ッ ト が 備 え て い る 前 記 少 な く と も ２ つ の 端 子 ピ ン の 間 隔 は 、 各 端 子 セ ッ ト
同 士 で 互 い に 異 な り 、 異 な る 接 点 間 隔 の 電 池 に 対 応 可 能 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ４ に 記 載 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 収 納 空 間 内 に 設 置 さ れ る 電 池 が 、 携 帯 電 話 用 電 池 、 デ ジ タ ル カ メ ラ 用 電 池 、 ビ デ オ
カ メ ラ 用 電 池 、 電 子 辞 書 用 電 池 、 ゲ ー ム 機 用 電 池 、 Ｐ Ｄ Ａ （ Ｐ ｅ ｒ ｓ ｏ ｎ ａ ｌ 　 Ｄ ｉ ｇ ｉ
ｔ ａ ｌ 　 Ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ ａ ｎ ｔ ） 用 電 池 及 び Ｇ Ｐ Ｓ （ Ｇ ｌ ｏ ｂ ａ ｌ 　 Ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ｉ ｎ
ｇ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ ） 用 電 池 の う ち よ り 選 ば れ た 電 池 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 は 、 電 池 へ の 充 電 、 電 池 か ら の 放 電 、 電 池 の
容 量 分 析 の う ち 、 少 な く と も い ず れ か １ つ を 行 う も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 電 気 エ ネ ル
ギ ー 交 換 装 置 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 例 え ば 、 電 池 へ の 充 電 、 電 池 か ら の 放 電 、 電 池 の 容 量 分 析 の う ち 、 少 な く と
も い ず れ か １ つ を 行 う 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 に 関 し 、 詳 細 に は 、 検 知 回 路 で 電 池 の 極 性
を 検 知 し 、 電 池 の 大 き さ 、 接 点 の 位 置 や 接 点 間 の 距 離 を 問 わ ず 多 様 な 電 池 に 対 応 で き 、 互
換 性 と 利 便 性 を 向 上 し た 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ ３ は 、 従 来 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 の 一 態 様 と し て の 充 電 器 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 一 般 的 な 従 来 の 充 電 器 Ａ は 、 そ の 充 電 器 Ａ 内 の 回 路 に 接 続 さ れ た
電 気 接 点 Ａ １ の 配 置 が 本 体 に 固 定 さ れ て お り 、 か つ 電 気 接 点 Ａ １ の 正 極 接 点 の 配 置 位 置 及
び 負 極 接 点 の 配 置 位 置 も 予 め 決 め ら れ た 位 置 に 固 定 的 に 設 け ら れ て い る も の で あ る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 充 電 器 Ａ （ 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 ） は 、 正 極 接 点 、 負 極 接 点 の 配 置 が 異 な る 電
池 を 挿 入 し て も 、 電 池 に 充 電 の 動 作 を 行 う こ と は で き ず 、 さ ら に は 電 池 を 破 損 す る 恐 れ も
あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 大 き さ が 異 な る 電 池 Ａ ２ は そ の 電 気 接 点 Ａ １ の 位 置 と 距 離 が み な 異 な る た め 、 充
電 器 の 電 気 接 点 Ａ １ と の 接 点 位 置 ず れ の た め 、 一 つ の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 に 対 し て は
対 応 す る 一 つ の 種 類 の 電 池 の み を 組 み 合 わ せ る こ と し か で き ず 、 １ つ の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交
換 装 置 Ａ に 多 種 類 の 電 池 を 組 み 合 わ せ て 充 電 を 行 う こ と は で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 考 案 は こ れ に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 検 知 回 路 で 電 池 の 極 性 を
検 知 し 、 電 池 の 大 き さ 、 接 点 の 位 置 や 接 点 間 の 距 離 を 問 わ ず 多 様 な 電 池 に 対 応 で き 、 互 換
性 と 利 便 性 を 向 上 し た 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 電 池 を 収 納 す
る た め の 収 納 空 間 を 有 す る 本 体 、 前 記 電 池 に 接 続 す る た め の 端 子 セ ッ ト を 支 持 す る 支 持 体
及 び 前 記 電 池 を 前 記 収 納 空 間 内 に 固 定 す る た め の 固 定 体 か ら 構 成 さ れ 、 前 記 本 体 は そ の 内
部 に 自 動 的 に 極 性 を 検 知 で き る 検 知 回 路 を 備 え 、 前 記 本 体 の 一 側 に 前 記 支 持 体 が 設 け ら れ
る と 共 に 前 記 端 子 セ ッ ト が 前 記 収 納 空 間 の 一 側 に 臨 ん で 配 置 さ れ 、 前 記 収 納 空 間 内 に 前 記
端 子 セ ッ ト に 向 け て ス ラ イ ド 移 動 可 能 に 当 接 片 が 設 け ら れ 、 前 記 端 子 セ ッ ト が 導 線 で 前 記
検 知 回 路 に 接 続 さ れ 、 前 記 支 持 体 に 前 記 収 納 空 間 の 一 側 に 沿 う ス ラ イ ド 溝 が 設 け ら れ 、 前
記 ス ラ イ ド 溝 に 沿 っ て 前 記 端 子 セ ッ ト が 移 動 自 在 に 嵌 設 さ れ 、 前 記 固 定 体 は 、 前 記 本 体 に
嵌 合 す る 嵌 合 片 と 、 前 記 収 納 空 間 に 収 納 さ れ た 電 池 に 当 接 す る 固 定 部 材 と を 備 え た こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 は 、 請 求 項 １ に 係 る 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 に
お い て 、 前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 電 池 の 厚 み 方 向 に 向 く 一 面 に 対 し て 当 接 す る も の で あ り 、
前 記 固 定 部 材 と 前 記 固 定 体 と の 間 に 弾 性 部 材 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 電 気 エ ネ ル ギ ー 変 換 装 置 は 、 請 求 項 １ に 係 る 電 気 エ ネ ル ギ ー 変 換 装 置 に
お い て 、 前 記 端 子 セ ッ ト が 複 数 で あ り 、 各 端 子 セ ッ ト が 前 記 ス ラ イ ド 溝 に 沿 っ て そ れ ぞ れ
移 動 自 在 に 嵌 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 は 、 請 求 項 ３ に 係 る 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 に
お い て 、 前 記 各 端 子 セ ッ ト が 少 な く と も ２ つ の 端 子 ピ ン を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る も
の で あ る 。 ま た 、 請 求 項 ５ に 係 る 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 は 、 請 求 項 ４ に 係 る 電 気 エ ネ ル
ギ ー 交 換 装 置 に お い て 、 前 記 各 端 子 セ ッ ト が 備 え て い る 前 記 少 な く と も ２ つ の 端 子 ピ ン の
間 隔 は 、 各 端 子 セ ッ ト 同 士 で 互 い に 異 な り 、 異 な る 接 点 間 隔 の 電 池 に 対 応 可 能 と さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 に お い て 、 前 記 収 納 空 間 内 に 設 置 さ れ る 電 池 は
、 携 帯 電 話 用 電 池 、 デ ジ タ ル カ メ ラ 用 電 池 、 ビ デ オ カ メ ラ 用 電 池 、 電 子 辞 書 用 電 池 、 ゲ ー
ム 機 用 電 池 、 Ｐ Ｄ Ａ （ Ｐ ｅ ｒ ｓ ｏ ｎ ａ ｌ 　 Ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ 　 Ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ ａ ｎ ｔ ） 用 電 池
及 び Ｇ Ｐ Ｓ （ Ｇ ｌ ｏ ｂ ａ ｌ 　 Ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ｉ ｎ ｇ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ ） 用 電 池 の う ち よ り
選 ば れ た 電 池 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 は 、
電 池 へ の 充 電 、 電 池 か ら の 放 電 、 電 池 の 容 量 分 析 の う ち 、 少 な く と も い ず れ か １ つ を 行 う
も の と す る こ と が で き る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
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　 本 考 案 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 に よ れ ば 、 電 池 を 本 体 の 収 納 空 間 内 に 設 置 し て 端 子 セ
ッ ト に 接 続 す る と 、 電 池 が 端 子 セ ッ ト に 導 線 で 接 続 さ れ た 検 知 回 路 に 接 続 さ れ 、 電 池 の 極
性 が 検 知 さ れ る 。 ま た 、 収 納 空 間 の 一 側 に 臨 ん で 配 置 さ れ た ス ラ イ ド 溝 に 沿 っ て 端 子 セ ッ
ト が 移 動 自 在 に 嵌 設 さ れ て い る 構 成 に よ り 、 大 き さ の 異 な る 電 池 、 接 点 の 位 置 の 違 い 、 接
点 間 距 離 の 違 い に 対 応 し て 端 子 セ ッ ト を ス ラ イ ド 移 動 さ せ て 電 池 に 接 続 す る こ と が で き る
か ら 、 多 様 な 電 池 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 の 目 的 を 達 成 す る こ と が で き 、 互 換 性 と 利 便 性 を
向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 固 定 部 材 が 、 電 池 の 厚 み 方 向 に 向 く 一 面 に 対 し て 当 接 す る も の で あ り 、 固 定 部 材 と 固 定
体 と の 間 に 弾 性 部 材 が 設 け ら れ た 構 成 に よ る と 、 固 定 部 材 は 電 池 の 厚 み が 異 な る 種 々 の 電
池 に も 対 応 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 端 子 セ ッ ト が 複 数 で あ り 、 各 端 子 セ ッ ト が ス ラ イ ド 溝 に 沿 っ て そ れ ぞ れ 移 動 自 在
に 嵌 設 さ れ て い る 構 成 に よ る と 、 電 池 側 の 接 点 に 対 し て 各 端 子 セ ッ ト を そ れ ぞ れ 独 立 し て
ス ラ イ ド 移 動 さ せ る こ と が で き る の で 、 端 子 セ ッ ト を 容 易 か つ 確 実 に 電 池 に 接 続 す る こ と
が で き る 。 さ ら に 、 各 端 子 セ ッ ト が 備 え て い る 少 な く と も ２ つ の 端 子 ピ ン の 間 隔 が 、 各 端
子 セ ッ ト 同 士 で 互 い に 異 な る 構 成 に よ れ ば 、 各 端 子 セ ッ ト の う ち の 何 れ か １ つ の 端 子 セ ッ
ト の ２ つ の 端 子 ピ ン で 電 池 側 の 接 点 に 対 し て 接 続 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 考 案 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 考 案 の 実 施 形 態
に 係 る 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 １ に 示 す よ う に 、 実 施 形 態 の 電 気
エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 Ｂ は 、 概 略 と し て 、 装 置 基 体 と し て の 本 体 Ｃ 、 本 体 Ｃ に 対 し て 取 り 付
け ら れ た 支 持 体 Ｄ 及 び 固 定 体 Ｅ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 図 １ の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 を 分 解 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。 ま た 、 図 ４ は 電 気
エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 の 収 納 空 間 （ 後 述 ） に 電 池 を 設 置 す る 時 の 動 作 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、
図 ５ は 、 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 の 収 納 空 間 に 配 置 し た 電 池 を 固 定 す る 時 の 動 作 を 示 す 斜
視 図 で あ り 、 図 ６ は 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 に 電 池 を 設 置 固 定 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 体 Ｃ は 、 上 下 方 向 の 厚 み が 薄 型 の 方 形 を な し 、 本 体 Ｃ の 上 面 が 上
方 及 び 前 方 に 開 放 さ れ た 凹 部 よ り な る 収 納 空 間 Ｃ １ に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 収 納 空 間 Ｃ
１ は 電 池 （ 例 え ば 、 図 ４ 乃 至 図 ８ に 示 さ れ て い る 電 池 Ｆ 、 電 池 Ｇ ） を 収 納 す る た め の 空 間
で あ る 。 本 体 Ｃ の 内 部 に は 、 自 動 的 に 電 池 の 極 性 を 検 知 で き る 検 知 回 路 Ｃ ２ が 配 設 さ れ て
い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 ま た 、 収 納 空 間 Ｃ １ 内 に は 前 方 に 向 け て ス ラ イ ド 移 動 可 能 に 当 接 片 Ｃ
３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 体 Ｃ の 前 端 に は 支 持 体 Ｄ が 設 け ら れ る 。 支 持 体 Ｄ は 、 基 本 的 に は 電 池 （ 一 例 と し て 図
４ に 示 さ れ て い る 電 池 Ｆ ） に 接 続 す る た め の 複 数 の 端 子 セ ッ ト （ 本 実 施 形 態 で は 、 端 子 セ
ッ ト Ｄ ３ ， Ｄ ４ の ２ つ ） を 支 持 す る 部 材 で あ り 、 本 実 施 形 態 で は 、 支 持 体 Ｄ は 本 体 Ｃ の 前
端 部 分 に 横 方 向 の 軸 線 回 り に 回 動 可 能 に 設 け ら れ て お り 、 支 持 体 Ｄ に 支 持 さ れ た 端 子 セ ッ
ト Ｄ ３ ， Ｄ ４ が 本 体 Ｃ に 形 成 さ れ た 収 納 空 間 Ｃ １ の 前 部 に 臨 ん で 配 置 さ れ て い る 。 な お 、
図 ２ に 示 す よ う に 、 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ ， Ｄ ４ は 導 線 Ｄ ５ で 検 知 回 路 Ｃ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ は 支 持 体 Ｄ の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 支 持 体 Ｄ は 、 板 状 の 上 面 部 及
び 上 面 部 前 端 か ら 下 方 に 垂 れ 下 が る 略 板 状 の 前 面 部 が 一 体 に 形 成 さ れ た 支 持 体 本 体 Ｄ ８ を
備 え て い る 。 支 持 体 本 体 Ｄ ８ の 上 面 部 の 前 端 寄 り に は 左 右 の 横 方 向 に 沿 っ て ス ラ イ ド 溝 Ｄ
１ が 設 け ら れ 、 支 持 体 本 体 Ｄ ８ の 前 面 部 の 上 端 寄 り に は 、 左 右 の 横 方 向 に 沿 っ て 、 ス ラ イ
ド 溝 Ｄ １ に 連 通 す る 横 長 開 口 Ｄ ９ が 設 け ら れ て い る 。 各 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ ， Ｄ ４ の 各 々 は 、
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ス ラ イ ド 溝 Ｄ １ に 沿 っ て 移 動 自 在 に 嵌 設 さ れ て い る 。 ま た 、 各 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ ， Ｄ ４ の 各
々 に は 手 動 操 作 用 の 移 動 操 作 ノ ブ Ｄ ２ が 突 設 さ れ 、 各 移 動 操 作 ノ ブ Ｄ ２ が 横 長 開 口 Ｄ ９ 内
に 挿 入 さ れ て お り 、 横 長 開 口 Ｄ ９ に 沿 っ て 横 方 向 に 往 復 移 動 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 各 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ ， Ｄ ４ に は 、 上 面 に 少 な く と も ２ つ の 端 子 ピ ン Ｄ ６ が 横 方 向 に
立 設 さ れ て い る 。 端 子 ピ ン Ｄ ６ は 、 電 池 側 の 端 子 に 直 接 接 触 し て 各 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ ， Ｄ ４
を 電 気 的 に 導 通 状 態 と す る も の で あ り 、 本 実 施 形 態 で は 、 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ ， Ｄ ４ に 、 そ れ
ぞ れ ４ 本 の 端 子 ピ ン Ｄ ６ が 横 方 向 に 所 定 の 間 隔 で 並 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 支 持 体 Ｄ の 両 側 に 設 け ら れ た 押 し ボ タ ン Ｄ ７ は 、 本 体 Ｃ に 対 し て 支 持 体 Ｄ を 回 動 さ せ る
場 合 に 押 圧 操 作 す る も の で 、 支 持 体 Ｄ を 回 動 さ せ た 後 の 支 持 体 Ｄ の 回 動 位 置 は 、 支 持 体 Ｄ
に 支 持 さ れ た 各 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ ， Ｄ ４ の 複 数 の 端 子 ピ ン Ｄ ６ が 上 方 に 向 く 起 立 状 態 を 取 る
位 置 （ 例 え ば 、 図 ３ や 図 １ ２ 参 照 ） 、 ま た は 支 持 体 Ｄ に 支 持 さ れ た 各 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ ， Ｄ
４ の 複 数 の 端 子 ピ ン Ｄ ６ が 収 納 空 間 Ｃ １ 側 に 向 く 倒 伏 状 態 を 取 る 位 置 （ 例 え ば 、 図 ４ 参 照
） に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 固 定 体 Ｅ は 、 電 池 を 本 体 Ｃ の 収 納 空 間 Ｃ １ 内 に 固 定 す る た め の も の で あ り 、 本 実 施 形 態
の 固 定 体 Ｅ の 両 側 に は 、 前 方 に 向 け て 延 伸 し た ア ー ム Ｅ ４ ， Ｅ ４ が 設 け ら れ 、 ア ー ム Ｅ ４
， Ｅ ４ の 先 端 が 本 体 Ｃ の 側 部 中 程 に 回 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 こ の た
め 、 固 定 体 Ｅ は 本 体 Ｃ に 対 し て 両 ア ー ム Ｅ ４ ， Ｅ ４ の 先 端 を 結 ぶ 横 方 向 の 軸 線 回 り に 回 動
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 固 定 体 Ｅ の 裏 面 中 央 に は 、 本 体 Ｃ の 収 納 空 間 Ｃ １ に 収 納 さ れ た 電 池 に 上 方 か ら 当 接 す る
固 定 部 材 Ｅ ２ が 配 設 さ れ て い る 。 固 定 部 材 Ｅ ２ は 、 固 定 体 Ｅ の 裏 面 に 対 し て 接 近 ま た は 離
隔 す る 方 向 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ 、 さ ら に 、 固 定 部 材 Ｅ ２ と 固 定 体 Ｅ の 裏 面 と の 間 に 弾 性
部 材 Ｅ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 固 定 体 Ｅ の 裏 面 の 両 側 寄 り に は 、 本 体 Ｃ に 嵌 合 し て 該 固 定 体 Ｅ を 本 体 Ｃ に 固 定 す
る た め の 嵌 合 片 Ｅ １ が 突 設 さ れ （ 一 方 の み 図 示 ） 、 こ れ に 対 応 し て 、 本 体 Ｃ の 収 納 空 間 Ｃ
１ の 左 右 方 向 の 両 側 方 と な る 本 体 Ｃ の 上 面 の 両 側 縁 寄 り に は 、 嵌 合 孔 Ｃ ４ が そ れ ぞ れ 設 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 本 考 案 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 へ の 電 池 の 取 り 付 け に つ い て
、 図 ４ 乃 至 図 １ ２ を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 電 池 Ｆ は 、 上 下 方 向
の 厚 み が 薄 型 の 方 形 を な し 、 そ の 前 面 に 複 数 の 接 続 用 の 接 点 Ｆ １ が 並 設 さ れ て い る 。 電 池
Ｆ の 接 点 Ｆ １ を 本 体 Ｃ の 収 納 空 間 Ｃ １ の 前 方 に 合 わ せ る よ う に し て 、 電 池 Ｆ を 上 方 か ら 収
納 空 間 Ｃ １ 内 に 配 置 す る 。 次 い で 、 移 動 操 作 ノ ブ Ｄ ２ を 用 い て 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ ， Ｄ ４ を ス
ラ イ ド 溝 Ｄ １ 内 で 移 動 さ せ 、 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ ， Ｄ ４ の 端 子 ピ ン Ｄ ６ を 電 池 Ｆ の 端 子 Ｆ １ に
対 応 さ せ る 。 図 ４ 乃 至 図 ５ で は 、 図 ４ 及 び 図 ５ に お い て 右 方 に 描 か れ た 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ の
端 子 ピ ン Ｄ ６ が 電 池 Ｆ の 接 点 Ｆ １ に 適 合 す る 例 を 示 し て い る 。 な お 、 こ の 場 合 、 左 方 に 描
か れ た 端 子 セ ッ ト Ｄ ４ は 電 池 Ｆ に 干 渉 し な い 位 置 （ 図 ５ に お い て 左 方 ） に ス ラ イ ド 移 動 さ
せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 当 接 片 Ｃ ３ を 収 納 空 間 Ｃ １ 上 で 前 方 に ス ラ イ ド 移 動 さ せ て 電 池 Ｆ の 後 端 に 当 接 さ
せ 、 電 池 Ｆ の 前 後 方 向 の 位 置 決 め 固 定 す る こ と が で き る 。 最 後 に 、 収 納 空 間 Ｃ １ に 配 置 し
た 電 池 Ｆ に 対 し て 、 固 定 体 Ｅ を 本 体 Ｃ に 対 し て 前 方 に 回 動 さ せ て 電 池 Ｆ の 上 方 か ら 下 圧 し
て 固 定 体 Ｅ に 設 け ら れ た 嵌 合 片 Ｅ １ を 本 体 Ｃ の 嵌 合 孔 Ｃ ４ に 嵌 合 す る と 、 電 池 Ｆ の 位 置 を
固 定 す る こ と が で き る 。 固 定 体 Ｅ の 固 定 部 材 Ｅ ２ が 電 池 Ｆ の 上 面 に 当 接 し 、 固 定 部 材 Ｅ ２
が よ り し っ か り と 電 池 Ｆ の 位 置 を 安 定 さ せ 、 電 池 Ｆ の 接 点 Ｆ １ が 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ と 確 実 に
接 続 さ れ 、 検 知 回 路 Ｃ ２ （ 図 ２ 参 照 ） が 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ を 介 し て 電 池 Ｆ の 正 極 ・ 負 極 を 検
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知 し 、 極 性 検 知 と 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 の 目 的 を 達 成 す る こ と が で き る （ 図 ６ 参 照 ） 。 な お
、 固 定 部 材 Ｅ ２ と 固 定 体 Ｅ と の 間 に 設 け ら れ た 弾 性 部 材 Ｅ ３ の 伸 縮 作 用 に よ り 、 固 定 部 材
Ｅ ２ を 電 池 Ｆ の 上 面 に 圧 接 さ せ る の で 、 電 池 Ｆ の 厚 み の 大 小 に よ ら ず 、 電 池 Ｆ を し っ か り
と 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 各 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ ， Ｄ ４ が 備 え て い る 端 子 ピ ン Ｄ ６ の 間 隔 は 、 各 端 子 セ ッ ト Ｄ ３
， Ｄ ４ 同 士 で 互 い に 異 な る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 こ の 構 成 に よ り 、 異 な る 接 点 間
隔 の 電 池 に も 対 応 可 能 と な る 。 図 ７ 乃 至 図 ８ で は 、 図 ７ 及 び 図 ８ に お い て 左 方 に 描 か れ た
端 子 セ ッ ト Ｄ ４ の 端 子 ピ ン Ｄ ６ が 電 池 Ｇ の 接 点 Ｇ １ に 適 合 す る 例 を 示 し て い る 。 な お 、 こ
の 場 合 、 左 方 に 描 か れ た 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ は 電 池 Ｇ に 干 渉 し な い 位 置 （ 図 ８ に お い て 最 も 右
寄 り の 移 動 位 置 ） に ス ラ イ ド 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 図 ９ 乃 至 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 接 点 Ｈ １ の 間 隔 が 比 較 的 大 き な 電 池 Ｈ を 接 続 さ せ
た い 場 合 は 、 移 動 操 作 ノ ブ Ｄ ２ を 手 動 操 作 す る こ と で 各 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ ， Ｄ ４ を 左 右 方 向
に 動 か し 、 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ の 端 子 ピ ン Ｄ ６ と 端 子 セ ッ ト Ｄ ４ の 端 子 ピ ン Ｄ ６ と が 同 時 に 電
池 Ｈ の 接 点 Ｈ １ に 適 合 接 続 さ れ る よ う に す る 。 こ の と き 、 検 知 回 路 Ｃ ２ （ 図 ２ 参 照 ） が 両
方 の 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ ， Ｄ ４ を 介 し て 電 池 Ｈ の 正 極 ・ 負 極 を 検 知 し 、 極 性 検 知 と 電 気 エ ネ ル
ギ ー 交 換 の 目 的 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 図 １ １ 乃 至 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 接 点 Ｉ １ の 位 置 が 異 な る 電 池 Ｉ を 接 続 し た い 場
合 は （ 図 １ １ に 示 す よ う に 、 接 点 Ｉ １ が 電 池 Ｉ の 裏 面 前 端 寄 り に 配 置 さ れ て い る ） 、 押 し
ボ タ ン Ｄ ７ を 押 し て 支 持 体 Ｄ を 回 動 さ せ 、 支 持 体 Ｄ に 支 持 さ れ た 各 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ ， Ｄ ４
の 複 数 の 端 子 ピ ン Ｄ ６ が 上 方 に 向 く 起 立 状 態 を 取 る 位 置 （ 例 え ば 、 図 ３ や 図 １ ２ 参 照 ） に
固 定 す る と 共 に 、 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ ， Ｄ ４ を 移 動 さ せ て 端 子 セ ッ ト Ｄ ３ ， Ｄ ４ の 両 端 子 ピ ン
Ｄ ６ を 電 池 Ｉ の 接 点 Ｉ １ に 適 合 さ せ 、 検 知 回 路 Ｃ ２ （ 図 ２ 参 照 ） を 導 通 さ せ て 、 極 性 検 知
と 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 の 目 的 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 、 本 考 案 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 考 案 の 電 源 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 の 収 納
空 間 Ｃ １ 内 に 設 置 さ れ る 電 池 は 、 例 え ば 、 携 帯 電 話 用 電 池 、 デ ジ タ ル カ メ ラ 用 電 池 、 ビ デ
オ カ メ ラ 用 電 池 、 電 子 辞 書 用 電 池 、 ゲ ー ム 機 用 電 池 、 Ｐ Ｄ Ａ （ Ｐ ｅ ｒ ｓ ｏ ｎ ａ ｌ 　 Ｄ ｉ ｇ
ｉ ｔ ａ ｌ 　 Ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ ａ ｎ ｔ ） 用 電 池 及 び Ｇ Ｐ Ｓ （ Ｇ ｌ ｏ ｂ ａ ｌ 　 Ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ｉ
ｎ ｇ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ ） 用 電 池 の う ち よ り 選 ば れ た 電 池 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 本 考 案 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 は 、 電 池 へ の 充 電 、 電 池 か ら の 放 電 、 電 池 の 容
量 分 析 の う ち 、 少 な く と も い ず れ か １ つ を 行 う も の と す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 実 施 形 態 に 係 る 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 上 の 実 施 形 態 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 を 分 解 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 支 持 体 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 の 収 納 空 間 に 電 池 を 設 置 す る 時 の 動 作 を 示 す 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 の 収 納 空 間 に 配 置 し た 電 池 を 固 定 す る 時 の 動 作
を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 考 案 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 に 電 池 を 設 置 固 定 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 本 考 案 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 に 別 の 電 池 を 設 置 す る 時 の 動 作 を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 本 考 案 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 に 別 の 電 池 を 設 置 固 定 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。
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【 図 ９ 】 本 考 案 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 に 対 し て 接 点 の 間 隔 が 大 き い 別 の 電 池 を 設 置 す
る 時 の 動 作 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 考 案 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 に 接 点 の 間 隔 が 大 き い 別 の 電 池 を 設 置 固 定 し
た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 考 案 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 に 対 し て 接 点 の 位 置 が 異 な る 別 の 電 池 を 設 置
す る 時 の 動 作 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 考 案 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 に 接 点 の 位 置 が 異 な る 別 の 電 池 を 設 置 固 定 し
た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 従 来 の 充 電 器 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 Ａ 　 充 電 器 （ 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置 ）
　 Ａ １ 　 電 気 接 点
　 Ａ ２ 　 電 池
　 Ｂ 　 電 気 エ ネ ル ギ ー 交 換 装 置
　 Ｃ 　 本 体
　 Ｃ １ 　 収 納 空 間
　 Ｃ ２ 　 検 知 回 路
　 Ｃ ３ 　 当 接 片
　 Ｃ ４ 　 嵌 合 孔
　 Ｄ 　 支 持 体
　 Ｄ １ 　 ス ラ イ ド 溝
　 Ｄ ２ 　 移 動 操 作 ノ ブ
　 Ｄ ３ 、 Ｄ ４ 　 端 子 セ ッ ト
　 Ｄ ５ 　 導 線
　 Ｄ ６ 　 端 子 ピ ン
　 Ｄ ７ 　 押 し ボ タ ン
　 Ｄ ８ 　 支 持 体 本 体
　 Ｄ ９ 　 横 長 開 口
　 Ｅ 　 固 定 体
　 Ｅ １ 　 嵌 合 片
　 Ｅ ２ 　 固 定 部 材
　 Ｅ ３ 　 弾 性 部 材
　 Ｅ ４ 　 ア ー ム
　 Ｆ 　 電 池
　 Ｇ 　 電 池
　 Ｈ 　 電 池
　 Ｉ 　 電 池
　 Ｆ １ 　 接 点
　 Ｇ １ 　 接 点
　 Ｈ １ 　 接 点
　 Ｉ １ 　 接 点
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】
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